　　　　　　　　　　　       定期建物賃貸借契約書

第１条　山田太郎（以下「甲」という。）は田中五郎（以下「乙」という。）に対し、後記建物を平成＊＊年＊＊月＊＊日から平成＊＊年＊＊月＊＊日までの５年間に限り賃貸するものとし、乙は上記賃貸期間満了時に契約の更新がないので、期間満了のときに後記建物を甲に明渡し返還する。

第２条　賃料は月額＊＊円とし、毎月＊＊日までに翌月分を甲に送金して支払う。

第３条　甲及び乙は本契約期間中、中途解約することはできない。但し乙は後記建物を生活の本拠として使用することが困難になったときは、甲に解約の申入れをすることができる。この場合、解約申入れの日から１ヶ月経過することによって終了する。

第４条　甲は乙に対し、賃貸期間の満了する平成＊＊年＊＊月＊＊日の１年前から６ヶ月前までの間に期間満了により賃貸借が終了することを通知する。上記期間経過後に甲が終了の通知を発したときは、通知到達後６ヶ月が経過したとき本契約は終了する。

第５条　乙は第２条の賃料につき減額を請求することはできない。

第６条　乙は下記の行為をしてはならない。

（１）後記建物の転貸、占有又は占有名義の第三者への移転

（２）入居の際の造作模様替を除く一切の造作模様替工事又は建物の原状の変更

第７条　乙が本契約を違反し、あるいは賃料の支払を２回分以上遅滞したときは、甲は乙に対し催告を要せず本契約を解除し、直ちに後記建物の明渡しを請求することができる。

第８条　乙は明渡に際し明渡料、造作買取などを請求することができない。

上記のとおり本契約が成立したので本証書２通を作成し、甲乙各１通を保有する。

平成＊＊年＊＊月＊＊日

　　　　　　　　　　　　　　　　　貸主（甲）東京都＊＊＊＊＊＊＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山田太郎　印

　　　　　　　　　　　　　　　　　借主（乙）東京都＊＊＊＊＊＊＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田中五郎　印

(建物の表示）

略

